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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｔ
ｒ
ａ
ｖ
ｅ
ｌ
 

ｏ
ｆ
 

Ｌ
ｉ
ａ
ｌ
～
炎
の
聖
剣

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
１
３
５
Ｅ

【
作
者
名
】

　
結
城
遼

【
あ
ら
す
じ
】

　
主
人
公
の
リ
ア
ル
は
、
い
ろ
ん
な
所
を
旅
し
て
い
る
旅
人
。
ふ
と
立
ち
寄
っ

た
ル
ー
フ
ィ
ン
ド
村
で
、
何
故
か
命
を
狙
わ
れ
る
こ
と
に
・
・
！
？
そ
こ
で
出

会
っ
た
謎
の
少
女
。
彼
女
は
一
体
・
・
・
。
冒
険
・
友
情
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を

テ
ー
マ
に
書
い
た
小
説
、
是
非
ご
堪
能
あ
れ
！
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【
人
物
紹
介
＆
プ
ロ
ロ
ー
グ
】

　
・
主
な
登
場
人
物
紹
介
・

『
リ
ア
ル
』
（
主
人
公
）

　
［
年
齢
・
性
別
］
・
・
・
１
５
歳
／
男

　
［
身
長
・
体
重
］
・
・
・
１
５
５
セ
ン
チ
／
４
８
キ
ロ

　
［
属
性
］
・
・
・
・
・
・
・
・
炎え

ん

　
［
髪
・
瞳
］
・
・
・
・
・
・
・
茶
色
／
青
色

　
［
性
格
］
・
・
・
・
・
・
・
・
元
気
い
っ
ぱ
い
が
と
り
得
。
純
粋
で
実
年
齢

よ
り
幼
く
見
え
る
。
釣
り
が
得
意
。

『
フ
ィ
ン
』

　
［
年
齢
・
性
別
］
・
・
・
１
６
歳
／
女

　
［
身
長
・
体
重
］
・
・
・
１
６
７
セ
ン
チ
／
５
６
キ
ロ

　
［
属
性
］
・
・
・
・
・
・
・
・
水す

い

　
［
髪
・
瞳
］
・
・
・
・
・
・
・
金
色
／
緑
色

　
［
性
格
］
・
・
・
・
・
・
・
・
普
段
は
優
し
い
女
の
子
。
シ
ヴ
ィ
ル
の
妹
で
、

シ
ヴ
ィ
ル
へ
の
態
度
が
酷
い
・
・
？

『
シ
ヴ
ィ
ル
』

　
［
年
齢
・
性
別
］
・
・
・
１
８
歳
／
男

　
［
身
長
・
体
重
］
・
・
・
１
７
８
セ
ン
チ
／
６
４
キ
ロ
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［
属
性
］
・
・
・
・
・
・
・
・
風ふ

う

　
［
髪
・
瞳
］
・
・
・
・
・
・
・
銀
色
／
橙
色

　
［
性
格
］
・
・
・
・
・
・
・
・
フ
ィ
ン
の
兄
で
ヘ
タ
レ
な
感
じ
だ
が
、
兄
気

肌
で
結
構
頼
り
に
な
る
。
す
ぐ
に
周
り
と
打
ち
解
け
ら
れ
る
、
男
前
さ
ん
。

『
ケ
イ
リ
』

　
［
年
齢
・
性
別
］
・
・
・
１
８
歳
／
男

　
［
身
長
・
体
重
］
・
・
・
１
７
９
セ
ン
チ
／
６
０
キ
ロ

　
［
属
性
］
・
・
・
・
・
・
・
・
光こ

う

　
［
髪
・
瞳
］
・
・
・
・
・
・
・
青
緑
色
／
緑
青
色
＋
少
し
紫

　
［
性
格
］
・
・
・
・
・
・
・
・
フ
ィ
ン
と
シ
ヴ
ィ
ル
の
幼
馴
染
み
で
、
二
人

の
喧
嘩
を
止
め
る
の
は
彼
の
役
目
。
歳
の
割
り
に
冷
静
沈
着
で
、
眉
目
秀
麗
。

過
去
に
訳
有
り
。

『
テ
ィ
モ
シ
ー
』

　
［
年
齢
・
性
別
］
・
・
・
１
０
歳
／
女

　
［
身
長
・
体
重
］
・
・
・
１
４
２
セ
ン
チ
／
３
８
キ
ロ

　
［
属
性
］
・
・
・
・
・
・
・
・
氷

ひ
ょ
う

　
［
髪
・
瞳
］
・
・
・
・
・
・
・
桃
色
＋
赤
紫
／
赤
紫
＋
紫

　
［
性
格
］
・
・
・
・
・
・
・
・
リ
ア
ル
と
ケ
イ
リ
に
懐
い
て
い
る
。
元
気
い

っ
ぱ
い
の
女
の
子
！
天
然
（
？
）
だ
が
、
た
ま
の
一
言
が
き
つ
い
。

『
ま
り
も
』
（
以
下
ま
り
も
に
つ
い
て
簡
潔
に
箇
条
書
き
）
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・
出
生
地
多
分
湖

　
・
年
齢
性
別
不
詳

　
・
体
長
約
２
０
セ
ン
チ

　
・
言
葉
を
喋
る
未
知
の
生
物

　
・
何
か
と
リ
ア
ル
の
い
る
場
所
に
出
現
す
る

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

～
プ
ロ
ロ
ー
グ
～

こ
こ
は
惑
星
ネ
オ
ン
。
約
５
億
人
ほ
ど
の
人
間
が
住
ん
で
い
る
。

　
ネ
オ
ン
に
住
む
人
間
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
属
性
が
あ
り
、
不
思
議
な
力
を
持
っ

て
い
る
。

　
属
性
に
は
７
つ
あ
る
。

【
炎
】
・
【
水
】
・
【
風
】
・
【
光
】
・
【
雷
】
・
【
地
】
・
【
氷
】
だ
。

え
ん

す
い

ふ
う

こ
う

ら
い

ち

ひ
ょ
う

こ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
属
性
の
特
性
を
簡
単
に
説
明
し
て
お
こ
う
。
 

　
１
つ
目
は
【
炎
】
。
炎
は
と
て
も
珍
し
い
属
性
で
、
こ
の
属
性
の
人
間
は
ネ

え
ん
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オ
ン
に
住
ん
で
い
る
人
間
の
約
一
割
に
も
満
た
な
い
。
炎
・
火
を
自
由
自
在
に

扱
え
る
。

　
２
つ
目
は
【
水
】
。
こ
の
属
性
は
一
般
的
な
属
性
で
、
一
番
多
い
属
性
だ
。

す
い

水
を
自
由
自
在
に
操
る
。

　
３
つ
目
は
【
風
】
。
こ
の
属
性
も
水
と
同
様
、
一
般
的
な
属
性
で
一
番
多
い

ふ
う

属
性
。
風
を
自
由
自
在
に
操
る
。

　
４
つ
目
は
【
光
】
。
こ
の
属
性
の
人
間
は
落
ち
着
い
た
感
じ
の
人
間
が
多
い
。

こ
う

癒
し
の
力
を
持
つ
。
光
を
扱
う
。

　
５
つ
目
は
【
雷
】
。
こ
の
属
性
に
は
多
少
気
性
の
荒
い
人
が
多
い
。
攻
撃
的

ら
い

な
人
間
が
多
い
。
雷
を
自
由
自
在
に
扱
う
。

　
６
つ
目
は
【
地
】
。
こ
の
属
性
に
は
暖
か
い
感
じ
の
人
間
が
多
い
。
自
然
を

ち

こ
よ
な
く
愛
す
も
の
が
多
い
。
大
地
を
操
る
。

　
そ
し
て
最
後
７
つ
目
は
【
氷
】
。
こ
の
属
性
も
攻
撃
的
な
人
間
が
多
い
。
二

ひ
ょ
う

面
性
が
あ
り
、
謎
め
い
た
人
間
が
多
い
。
氷
を
操
る
。

以
上
が
簡
単
に
説
明
し
た
も
の
だ
。

　
し
か
し
、
こ
の
能
力
は
初
め
か
ら
備
わ
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

自
分
自
身
が
そ
の
持
っ
て
い
る
能
力
に
気
づ
き
、
自
在
に
操
れ
る
よ
う
に
な
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

だ
か
ら
、
気
づ
か
な
か
っ
た
も
の
は
生
涯
そ
の
能
力
は
使
え
ず
に
終
わ
る
。
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こ
の
小
説
は
、
主
人
公
の
リ
ア
ル
が
旅
人
と
し
て
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
を
回
り
、

い
ろ
ん
な
人
々
と
出
会
う
。

そ
し
て
い
ろ
ん
な
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
、
冒
険
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
小
説
！
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【
人
物
紹
介
＆
プ
ロ
ロ
ー
グ
】
（
後
書
き
）

連
載
開
始
し
ま
し
た
！

ま
だ
プ
ロ
ロ
ー
グ
で
す
が
、
リ
ア
ル
た
ち
と
一
緒
に
読
ん
で
く
だ
さ
っ
て
る
方

も
冒
険
し
て
く
れ
た
ら
な
と
思
い
ま
す
！
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Ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
１
＊
旅
人
・
リ
ア
ル

「
ん
～
、
気
持
ち
ぃ
～
！
」

　
俺
の
名
前
は
リ
ア
ル
、
１
５
歳
。
ド
ル
フ
ィ
ー
村
っ
て
所
で
生
ま
れ
た
ん
だ
。

ド
ル
フ
ィ
ー
村
は
、
凄
く
小
さ
な
村
だ
け
ど
自
然
が
い
っ
ぱ
い
で
す
っ
ご
い
い

い
所
な
ん
だ
。

　
俺
は
小
さ
い
頃
か
ら
好
奇
心
旺
盛
で
、
冒
険
と
か
が
大
好
き
だ
っ
た
ん
だ
。

そ
れ
で
、
１
２
歳
に
旅
に
出
る
こ
と
を
決
意
し
た
俺
は
、
両
親
に
そ
の
こ
と
を

話
し
た
。
初
め
は
反
対
さ
れ
る
と
思
っ
て
た
ん
だ
け
ど
、
意
外
に
す
ん
な
り
と

許
可
し
て
く
れ
た
。

反
対
に
、
『
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
は
好
き
に
や
り
な
さ
い
。
で
も
、
あ
ん
ま

り
ハ
メ
を
外
し
過
ぎ
な
い
よ
う
に
ね
』
っ
て
。

　
だ
か
ら
、
今
俺
は
こ
う
し
て
い
ろ
ん
な
所
を
旅
し
て
回
っ
て
い
る
。

「
え
～
っ
と
、
こ
こ
か
ら
一
番
近
い
村
は
っ
と
・
・
・
ル
ー
フ
ィ
ン
ド
村
か
ぁ
・

・
・
」

　
俺
は
今
い
る
所
か
ら
、
一
番
近
い
ル
ー
フ
ィ
ン
ド
村
で
何
日
か
過
ご
す
こ
と

に
し
た
。
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―
―
―
グ
ウ
ゥ
ゥ
ゥ
・
・
・
・

「
・
・
・
ま
ぁ
。
そ
の
前
に
腹
ご
し
ら
え
で
も
す
る
か
！
」

　
と
言
う
訳
で
俺
は
近
く
に
あ
っ
た
川
で
、
魚
を
釣
る
こ
と
に
し
た
。
俺
釣
り
、

得
意
な
ん
だ
よ
な
！

で
、
俺
は
腰
に
吊
り
下
げ
て
あ
っ
た
袋
か
ら
道
具
を
取
り
出
し
、
釣
り
の
準
備

を
し
て
魚
が
引
っ
掛
か
る
ま
で
木
陰
で
休
む
こ
と
に
し
た
。

　
そ
し
て
し
ば
ら
く
す
る
と
、
釣
り
糸
が
ぐ
い
っ
と
引
い
た
。

「
よ
し
っ
！
掛
か
っ
た
！
」

俺
は
素
早
く
釣
り
糸
を
引
い
た
、
が
・
・
・
。

「
や
ぁ
、
少
年
！
」

釣
れ
た
の
は
魚
で
は
な
く
・
・
・
、
変
な
物
体
だ
っ
た
。

何
か
体
長
が
２
０
セ
ン
チ
く
ら
い
で
、
頭
が
ツ
ン
ツ
ン
で
・
・
緑
・
・
・
・
・

み
ど
り
・
・
色
・
・
。
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―
―
―
変
だ
・
・
・
！
明
ら
か
に
変
だ
・
・
・
・
っ
！
！

　
俺
は
思
っ
た
。
そ
し
て
俺
は
釣
れ
た
物
体
に
向
か
っ
て
言
い
放
っ
た
。

「
・
・
・
ア
ン
タ
誰
だ
よ
！
！
」

と
・
・
・
。
し
か
し
、
い
つ
の
間
に
か
釣
れ
た
謎
の
物
体
は
忽
然
と
消
え
て
い

た
。
俺
は
首
を
傾
げ
た
が
、
対
し
て
気
に
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

　
ま
ぁ
、
そ
ん
な
こ
ん
な
で
そ
の
後
か
ら
バ
ン
バ
ン
と
大
量
に
魚
が
釣
れ
た
か

ら
腹
は
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

　
こ
れ
は
あ
の
変
な
物
体
を
釣
っ
た
か
ら
か
な
？
ま
り
も
み
た
い
だ
っ
た
か
ら
、

あ
の
変
な
物
体
の
名
前
は
《
ま
り
も
》
に
し
よ
う
、
よ
し
決
ま
り
！

　
微
妙
に
ま
り
も
に
感
謝
し
た
俺
だ
っ
た
。

　
そ
し
て
、
腹
も
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
所
で
俺
は
ル
ー
フ
ィ
ン
ド
村
を
目
指
し

て
出
発
し
た
。
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Ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
１
＊
旅
人
・
リ
ア
ル
（
後
書
き
）

リ
ア
ル
の
旅
が
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
し
た
ね
！
！

頑
張
っ
て
書
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

文
章
が
お
か
し
い
の
と
か
は
、
ご
了
承
下
さ
い
・
・
・
。
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Ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
２
＊
ル
ー
フ
ィ
ン
ド
村

　
俺
は
あ
れ
か
ら
一
時
間
ほ
ど
歩
い
た
。

見
え
て
き
た
の
は
、
賑
や
か
で
水
の
綺
麗
な
村
だ
っ
た
。
ド
ル
フ
ィ
ー
村
よ
り

も
大
き
な
村
だ
。

 
ふ
と
橋
の
上
で
立
ち
止
ま
っ
て
村
を
眺
め
た
。

「
こ
こ
が
、
ル
ー
フ
ィ
ン
ド
村
か
・
・
・
。
綺
麗
な
村
だ
な
」

暫
く
立
ち
止
ま
っ
て
眺
め
て
い
る
と
、
後
ろ
か
ら
い
き
な
り
声
が
し
た
。

「
ね
ぇ
、
あ
な
た
旅
人
？
」

「
わ
ぁ
っ
！
！
」

　
俺
は
ビ
ッ
ク
リ
し
て
思
わ
ず
叫
ん
で
後
ろ
を
振
り
返
っ
た
。

後
ろ
に
立
っ
て
い
た
の
は
、
俺
よ
り
も
１
０
セ
ン
チ
近
く
も
背
が
高
く
て
、
髪

の
毛
は
肩
に
掛
か
る
か
掛
か
ら
な
い
か
く
ら
い
の
長
さ
の
女
の
子
だ
っ
た
。

―
―
―
１
０
セ
ン
チ
近
く
も
身
長
差
が
あ
る
の
シ
ョ
ッ
ク
な
ん
だ
け
ど
・
・
・
・

・
。

「
ね
ぇ
、
聞
い
て
る
？
」

女
の
子
は
俺
が
返
答
し
な
い
か
ら
か
、
眉
を
顰
め
て
言
っ
た
。
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「
あ
・
・
・
う
ん
、
い
ろ
ん
な
所
を
旅
し
て
回
っ
て
る
ん
だ
。
そ
れ
で
、
さ
っ

き
こ
こ
に
着
い
た
ん
だ
け
ど
」

「
そ
う
な
の
。
あ
た
し
の
名
前
は
フ
ィ
ン
！
こ
の
ル
ー
フ
ィ
ン
ド
村
に
住
ん
で

る
の
、
宜
し
く
ね
！
」

「
う
ん
、
こ
ち
ら
こ
そ
よ
ろ
し
く
！
俺
は
リ
ア
ル
っ
て
言
う
ん
だ
！
」

そ
う
言
っ
て
、
俺
と
フ
ィ
ン
は
笑
っ
た
。

「
リ
ア
ル
、
い
い
名
前
だ
ね
」

「
へ
へ
っ
、
あ
り
が
と
う
！
」

　
俺
は
フ
ィ
ン
に
そ
う
言
わ
れ
、
恥
ず
か
し
く
て
照
れ
笑
い
を
し
た
。
 

「
何
日
か
は
こ
こ
に
い
る
ん
で
し
ょ
う
？
」

「
う
ん
ま
ぁ
、
長
く
て
一
週
間
は
い
る
か
な
・
・
・
？
」

「
じ
ゃ
あ
、
家
に
く
る
？
」

「
え
っ
？
」

「
実
は
私
の
家
、
宿
屋
な
の
！
さ
っ
き
着
い
た
っ
て
こ
と
は
、
ま
だ
宿
と
か
決

ま
っ
て
な
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
？
」

「
う
ん
、
ま
だ
だ
け
ど
・
・
・
。
で
も
・
・
、
い
い
の
？
」

俺
は
不
安
げ
な
目
で
、
フ
ィ
ン
を
見
上
げ
た
。
身
長
差
が
あ
る
ん
だ
か
ら
見
上

げ
る
の
は
仕
方
な
い
・
・
。

「
え
・
・
え
ぇ
、
！
家
は
宿
屋
な
の
よ
！
旅
人
を
泊
め
る
の
が
、
私
の
仕
事
！

（
可
愛
い
～
！
一
家
に
一
人
っ
て
感
じ
ね
！
）
」

「
あ
り
が
と
う
、
フ
ィ
ン
！
」

　
俺
は
フ
ィ
ン
に
お
礼
を
言
っ
た
。
で
も
何
か
フ
ィ
ン
は
自
分
の
世
界
へ
行
っ
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て
い
る
の
か
、
さ
っ
き
か
ら
俺
を
横
目
で
見
な
が
ら
キ
ャ
ー
キ
ャ
ー
言
っ
て
る
。

何
で
か
な
ぁ
、
心
配
だ
な
ぁ
・
・
・
。

「
フ
ィ
・
・
フ
ィ
ン
・
・
？
」

「
え
？
あ
ぁ
、
じ
ゃ
あ
行
こ
う
か
！
」

「
あ
、
う
ん
」

　
こ
う
し
て
俺
は
、
フ
ィ
ン
の
お
陰
で
宿
を
探
す
手
間
が
省
け
た
。
そ
し
て
、

フ
ィ
ン
に
つ
い
て
行
こ
う
と
一
歩
足
を
踏
み
出
し
た
時
―
―
―
―
。

『
―
―
―
―
―
―
―
―
』

「
っ
！
？
」

　
俺
は
、
背
後
か
ら
女
の
子
の
声
が
聞
こ
え
た
気
が
し
て
、
そ
れ
と
同
時
に
激

し
い
寒
気
に
襲
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
ゆ
っ
く
り
と
後
ろ
を
振
り
返
っ
た
。

　
し
か
し
、
後
ろ
に
は
・
・
・
何
も
な
か
っ
た
・
・
・
・
。

「
リ
ア
ル
～
？
何
し
て
る
の
？
早
く
き
な
よ
！
」

「
あ
、
ご
め
ん
！
今
行
く
よ
！
」

　
俺
は
今
の
事
を
、
た
だ
の
気
の
せ
い
だ
と
思
っ
て
フ
ィ
ン
の
元
へ
と
走
っ
て

行
っ
た
。

　
こ
れ
か
ら
自
分
の
身
に
何
が
起
き
る
か
も
分
か
ら
ず
に
・
・
・
・
・
・
・
・
。
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『
―
―
―
―
―
や
っ
と
見
つ
け
た
、
あ
の
聖
剣
の
主
を
―
―
―
―
―
―
』
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Ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
２
＊
ル
ー
フ
ィ
ン
ド
村
（
後
書
き
）

フ
ィ
ン
が
出
て
き
ま
し
た
。

リ
ア
ル
、
凄
い
身
長
に
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
持
っ
て
る
み
た
い
で
す
ね
（
苦
笑
）
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Ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
３
＊
宿
屋
の
兄
妹

「
こ
こ
が
あ
た
し
の
家
の
宿
よ
！
」

「
わ
ぁ
～
、
す
ご
い
お
っ
き
ぃ
な
ぁ
～
！
」

　
俺
は
、
フ
ィ
ン
に
連
れ
ら
れ
て
宿
に
着
い
た
。
そ
し
て
初
め
に
ビ
ッ
ク
リ
し

た
の
は
宿
の
大
き
さ
だ
。
他
の
宿
よ
り
も
遙
か
に
大
き
い
。

「
ふ
ふ
っ
、
大
き
い
で
し
ょ
？
こ
こ
は
こ
の
村
で
一
番
大
き
い
宿
屋
な
の
よ
！
」

「
へ
ぇ
～
、
す
ご
い
な
・
・
・
。
そ
ん
な
と
こ
に
泊
め
さ
せ
て
も
ら
え
る
ん
だ
」

「
さ
ぁ
、
入
り
ま
し
ょ
う
！
」

　
俺
は
、
フ
ィ
ン
に
手
を
引
っ
張
ら
れ
な
が
ら
中
に
入
っ
て
い
っ
た
。

「
遅
か
っ
た
な
フ
ィ
ン
」

中
に
入
る
と
、
銀
髪
の
男
の
人
が
出
て
き
た
。
俺
よ
り
も
２
０
セ
ン
チ
近
く
も

背
が
高
い
・
・
・
。

　
あ
～
、
ホ
ン
ト
な
ん
か
シ
ョ
ッ
ク
だ
よ
ぉ
～
・
・
・
と
嘆
い
て
い
た
、
そ
の

時
―
―
―
。

「
ま
ぁ
、
背
が
低
く
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
！
」

・
・
・
ん
？
こ
の
声
は
ど
こ
か
で
・
・
・
。

「
や
ぁ
、
少
年
！
」

「
！
？
」

や
っ
ぱ
り
。
そ
こ
に
い
た
の
は
、
こ
の
村
に
来
る
前
に
釣
り
上
げ
た
ま
り
も
だ
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っ
た
。

―
―
つ
か
な
ん
で
こ
こ
に
い
ん
だ
よ
っ
！
！
！

「
ん
？
ど
う
し
た
少
年
？
」

「
お
前
の
せ
い
だ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ー
ー
ー
っ
！
！
！
」

「
ぎ
ゃ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ー
ー
ー
っ
！
！
！
！
」

　
俺
は
爆
発
し
て
、
ま
り
も
を
殴
り
飛
ば
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
ま
り
も
は
、

空
の
果
て
へ
と
飛
ん
で
い
っ
て
し
ま
っ
た
。

・
・
・
・
な
ん
か
悪
い
こ
と
し
た
か
な
・
・
？
少
し
反
省
。

「
リ
ア
ル
？
何
し
て
ん
の
？
」

「
え
っ
？
い
や
っ
・
・
・
あ
の
・
・
な
ん
で
も
な
い
よ
！
は
は
は
っ
・
・
・
は

は
っ
・
・
・
」

　
俺
は
何
と
か
フ
ィ
ン
を
誤
魔
化
し
た
。

―
―
・
・
・
・
っ
て
か
今
の
誤
魔
化
せ
た
の
か
！
？

「
リ
ア
ル
、
紹
介
す
る
わ
。
こ
っ
ち
は
、
あ
た
し
の
兄
さ
ん
よ
！
兄
さ
ん
、
こ

の
子
は
旅
人
の
リ
ア
ル
」

「
よ
ぉ
、
リ
ア
ル
！
俺
は
フ
ィ
ン
の
兄
で
、
シ
ヴ
ィ
ル
だ
。
よ
ろ
し
く
な
！
」

「
う
ん
！
俺
は
旅
人
の
リ
ア
ル
！
よ
ろ
し
く
！
」

　
俺
は
シ
ヴ
ィ
ル
と
握
手
し
た
。
シ
ヴ
ィ
ル
は
凄
い
気
さ
く
な
感
じ
で
、
話
し

や
す
い
雰
囲
気
だ
っ
た
。

―
―
シ
ヴ
ィ
ル
・
・
・
や
っ
ぱ
り
大
き
い
な
・
・
・
。
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「
と
こ
ろ
で
リ
ア
ル
・
・
・
」

「
ん
、
何
？
」

「
お
前
大
丈
夫
か
？
」

「
え
っ
？
何
が
？
」

俺
は
シ
ヴ
ィ
ル
の
言
っ
て
い
る
意
味
が
分
か
ら
ず
、
頭
に
？
を
飛
ば
し
な
が
ら

首
を
傾
げ
た
。

「
だ
か
ら
っ
・
・
、
フ
ィ
ン
に
何
も
さ
れ
て
な
い
か
っ
て
聞
い
て
・
・
・
・
・
・

ぐ
お
っ
！
！
」

「
シ
・
・
シ
ヴ
ィ
ル
！
？
」

「
ち
ょ
っ
と
兄
さ
ん
。
何
変
な
事
言
っ
て
ん
の
・
・
・
・
・
？
」

「
フ
ィ
・
・
フ
ィ
ン
！
落
ち
着
け
！
！
俺
は
何
も
言
っ
て
な
・
・
っ
！
！
」

「
問
答
無
用
！
！
」

そ
う
言
っ
て
、
フ
ィ
ン
の
膝
蹴
り
が
シ
ヴ
ィ
ル
の
腹
に
命
中
・
・
・
。
 

「
い
っ
て
え
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
っ
！
！
！
お
前
！
思
い
っ
き
り
け
ん
な
よ
っ
！
！
！
」

「
ふ
ん
っ
、
自
業
自
得
よ
！
」

シ
ヴ
ィ
ル
、
大
丈
夫
か
な
・
・
・
。
今
思
い
切
り
フ
ィ
ン
の
蹴
り
食
ら
っ
て
た

け
ど
・
・
・
。

　
こ
う
見
る
と
、
フ
ィ
ン
が
お
姉
さ
ん
で
シ
ヴ
ィ
ル
が
弟
に
見
え
る
よ
。

「
も
う
っ
！
リ
ア
ル
、
兄
さ
ん
な
ん
か
頬
っ
て
置
い
て
、
行
き
ま
し
ょ
う
！
部

屋
を
案
内
す
る
わ
」

「
え
っ
・
・
、
あ
、
う
ん
・
・
・
」

シ
ヴ
ィ
ル
ご
め
ん
！
フ
ィ
ン
に
は
勝
て
そ
う
に
な
い
よ
俺
・
・
・
・
・
。
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そ
し
て
、
俺
は
フ
ィ
ン
に
部
屋
ま
で
案
内
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
フ
ィ
ン
の

後
ろ
に
つ
い
て
行
っ
た
。

　床
に
伏
せ
て
い
る
シ
ヴ
ィ
ル
に
合
掌
す
る
の
を
忘
れ
ず
に
・
・
・
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

そ
の
頃
の
シ
ヴ
ィ
ル
―
―
―
。

「
く
そ
っ
・
・
・
、
フ
ィ
ン
の
奴
・
・
・
。
俺
の
方
が
上
な
の
に
・
・
・
思
い

っ
き
り
・
・
・
・
蹴
り
や
が
っ
て
・
・
・
ご
ほ
っ
・
・
・
ケ
ホ
ッ
・
・
・
」

　
ま
だ
、
蹴
り
を
食
ら
っ
た
余
韻
が
残
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。
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Ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
３
＊
宿
屋
の
兄
妹
（
後
書
き
）

お
お
っ
と
、
フ
ィ
ン
の
兄
の
シ
ヴ
ィ
ル
も
出
て
き
ま
し
た
！

断
じ
て
ヘ
タ
レ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
・
・
！
！
！
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Ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
４
＊
言
い
伝
え
《
前
編
》

　
俺
は
部
屋
に
案
内
し
て
も
ら
う
た
め
に
フ
ィ
ン
の
後
ろ
に
つ
い
て
、
廊
下
を

歩
い
て
い
た
。

す
る
と
、
廊
下
の
隅
に
硝
子
の
箱
で
覆
わ
れ
た
一
つ
の
剣
を
見
つ
け
た
。

「
ね
ぇ
、
フ
ィ
ン
・
・
・
」

「
何
？
」

「
あ
の
隅
に
あ
る
剣
は
何
な
の
？
」

気
に
な
っ
て
俺
は
、
フ
ィ
ン
に
尋
ね
て
み
た
。

「
あ
ぁ
、
あ
の
剣
・
・
・
・
。
あ
た
し
も
言
い
伝
え
で
し
か
分
か
ら
な
い
ん
だ

け
ど
・
・
・
。
ま
ぁ
、
リ
ア
ル
に
な
ら
話
し
て
も
い
い
か
な
？
」

「
？
・
・
・
ど
う
い
う
こ
と
？
」

「
ま
ぁ
、
焦
ら
な
い
で
！
そ
れ
は
部
屋
に
着
い
た
ら
話
し
て
あ
げ
る
か
ら
」

「
う
・
・
う
ん
・
・
・
」

そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
少
し
歩
い
た
部
屋
に
俺
と
フ
ィ
ン
は
入
っ
た
。

「
さ
ぁ
、
こ
こ
が
リ
ア
ル
の
泊
ま
る
部
屋
よ
。
何
か
欲
し
い
も
の
が
あ
っ
た
ら
、

何
で
も
言
っ
て
ね
」

「
う
ん
、
あ
り
が
と
う
、
フ
ィ
ン
」

そ
し
て
、
リ
ア
ル
は
ふ
と
気
に
掛
か
っ
た
こ
と
を
聞
い
た
。

「
そ
う
い
え
ば
、
フ
ィ
ン
と
シ
ヴ
ィ
ル
の
両
親
は
い
な
い
の
？
」
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こ
こ
ま
で
大
き
な
宿
屋
で
も
、
両
親
が
い
れ
ば
必
ず
会
う
は
ず
だ
。
フ
ィ
ン

が
１
人
き
り
で
こ
こ
を
営
ん
で
い
る
と
も
考
え
に
く
い
。

リ
ア
ル
が
聞
く
と
、
フ
ィ
ン
は
少
し
目
を
伏
せ
た
。

「
お
母
さ
ん
は
ね
、
今
ち
ょ
っ
と
体
調
崩
し
て
て
入
院
し
て
る
の
。
お
父
さ
ん

は
・
・
・
・
三
年
前
に
事
故
で
死
ん
だ
わ
」

「
あ
・
・
・
ご
め
っ
・
・
・
」

「
い
い
の
よ
！
も
う
三
年
も
前
の
事
だ
も
の
。
お
母
さ
ん
は
元
々
身
体
が
弱
い

人
だ
し
」

「
そ
・
・
・
っ
か
・
・
・
。
き
っ
と
、
フ
ィ
ン
の
お
父
さ
ん
も
、
フ
ィ
ン
と
シ

ヴ
ィ
ル
の
こ
と
見
守
っ
て
る
よ
！
」

「
そ
う
ね
・
・
・
あ
り
が
と
う
。
・
・
・
・
で
も
あ
た
し
達
な
ん
か
、
ケ
イ
リ

よ
り
大
分
マ
シ
だ
わ
・
・
」

「
え
っ
？
」

「
う
う
ん
、
何
で
も
な
い
わ
！
」

俺
は
最
後
の
フ
ィ
ン
の
言
葉
は
聞
こ
え
な
か
っ
た
け
ど
、
あ
ま
り
問
い
た
だ
さ

な
か
っ
た
。
聞
い
て
は
い
け
な
い
よ
う
な
気
が
し
た
か
ら
・
・
・
。

　
そ
し
て
二
人
は
、
そ
の
ま
ま
部
屋
の
椅
子
に
座
っ
た
。

「
で
、
リ
ア
ル
。
さ
っ
き
の
剣
の
話
聞
き
た
い
ん
だ
よ
ね
？
」

「
う
ん
」

「
じ
ゃ
あ
、
今
か
ら
話
す
わ
」

俺
は
何
故
か
少
し
緊
張
し
て
い
て
、
生
唾
を
飲
み
込
ん
だ
。

　
そ
し
て
、
フ
ィ
ン
は
ゆ
っ
く
り
と
そ
の
言
い
伝
え
を
話
始
め
た
。
 

「
あ
た
し
も
、
小
さ
い
頃
に
お
母
さ
ん
か
ら
聞
い
た
だ
け
な
ん
だ
け
ど
・
・
・
。

今
か
ら
百
年
く
ら
い
前
に
な
る
の
か
な
？
あ
た
し
の
ひ
い
お
祖
父
さ
ん
が
若
か

っ
た
時
に
あ
の
剣
が
造
ら
れ
た
の
。
で
も
ね
、
あ
の
剣
は
特
殊
で
、
あ
の
剣
を
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扱
え
る
も
の
は
た
っ
た
一
人
。
『
あ
の
剣
に
選
ば
れ
し
、
炎
の
属
性
を
持
つ
も

の
』
」

「
炎
の
属
性
？
」

「
そ
う
、
こ
の
ネ
オ
ン
に
住
む
人
の
中
で
ほ
ん
の
一
握
り
し
か
い
な
い
と
言
わ

れ
て
い
る
、
炎
を
自
由
自
在
に
扱
え
る
も
の
」

「
で
も
何
で
炎
の
属
性
だ
け
な
の
？
」

「
そ
れ
は
、
あ
の
剣
自
体
が
炎
の
属
性
だ
か
ら
よ
。
元
々
あ
れ
は
ひ
い
お
祖
父

さ
ん
た
め
に
造
ら
れ
た
の
」

「
っ
て
こ
と
は
フ
ィ
ン
は
ひ
い
お
祖
父
さ
ん
は
、
珍
し
い
属
性
の
人
だ
っ
た
ん

だ
」

「
え
ぇ
。
ひ
い
お
祖
父
さ
ん
は
炎
の
属
性
だ
っ
た
の
。
そ
し
て
、
そ
の
剣
に
も

し
も
、
炎
以
外
の
属
性
を
持
っ
た
も
の
、
炎
の
属
性
で
も
選
ば
れ
て
い
な
い
も

の
が
触
れ
た
ら
・
・
・
」

「
触
れ
・
・
た
ら
・
・
・
・
？
」

俺
は
、
恐
る
恐
る
フ
ィ
ン
に
問
い
か
け
た
。

「
そ
れ
は
・
・
」

「
焼
き
殺
さ
れ
る
か
、
運
が
良
け
れ
ば
大
火
傷
で
済
む
っ
て
と
こ
か
？
」

「
シ
ヴ
ィ
ル
！
」

フ
ィ
ン
が
答
え
よ
う
と
し
た
と
き
、
そ
の
後
ろ
か
ら
シ
ヴ
ィ
ル
が
答
え
た
。
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Ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
４
＊
言
い
伝
え
《
前
編
》
（
後
書
き
）

意
味
不
明
に
な
っ
て
き
ま
し
た
・
・
・
！
！
！

が
・
・
頑
張
れ
私
・
・
！
！

シ
ヴ
ィ
ル
復
活
（
笑
）
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Ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
４
＊
言
い
伝
え
《
後
編
》

「
あ
ら
兄
さ
ん
。
生
き
て
た
の
？
」

「
お
い
お
い
、
生
き
て
る
に
決
ま
っ
て
る
だ
ろ
ー
が
っ
！
！
」

「
あ
ら
。
あ
た
し
は
て
っ
き
り
死
ん
で
る
の
か
と
思
っ
た
け
ど
？
」

「
何
ぃ
～
！
？
」

「
ま
ぁ
ま
ぁ
！
二
人
と
も
落
ち
着
い
て
っ
！
！
」

「
そ
う
さ
！
落
ち
着
か
ん
と
話
が
進
ま
ん
！
」

「
！
！
？
」

ん
？
今
の
ま
さ
か
っ
！
！

「
Ｈ
ｅ
ｙ
！
」

何
で
ま
り
も
が
！
？
何
故
俺
の
行
く
所
行
く
所
出
て
く
る
ん
だ
！
！
・
・
・
も

う
い
い
や
。
考
え
る
の
疲
れ
た
。

ま
り
も
い
て
も
俺
に
は
関
係
な
い
し
・
・
・
・
・
・
っ
て
ま
り
も
い
ね
ぇ
っ
！

！
ま
た
忽
然
と
い
な
く
な
っ
て
る
し
！
！

　
俺
が
そ
ん
な
事
を
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
唸
っ
て
い
る
と
、
フ
ィ
ン
と
シ
ヴ
ィ

ル
が
声
を
掛
け
て
き
た
。

「
大
丈
夫
か
？
リ
ア
ル
？
」

「
具
合
で
も
悪
い
の
？
」

「
え
っ
？
う
う
ん
、
何
で
も
な
い
よ
！
！
」

「
そ
う
、
な
ら
よ
か
っ
た
。
そ
れ
で
、
さ
っ
き
の
話
の
続
き
な
ん
だ
け
ど
、
ま

ぁ
兄
さ
ん
が
言
っ
た
よ
う
に
な
る
の
よ
。
そ
の
剣
の
魔
力
で
」

「
炎
以
外
の
属
性
は
そ
れ
ぞ
れ
、
『
水
』
『
風
』
『
光
』
『
地
』
『
雷
』
『
氷
』

が
あ
る
。
ま
ぁ
、
ち
な
み
に
言
え
ば
俺
の
属
性
は
『
風
』
だ
。
も
ち
ろ
ん
剣
は
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扱
え
な
い
。
そ
ん
で
、
こ
い
つ
が
・
・
・
」

「
『
水
』
よ
。
あ
た
し
も
あ
の
剣
は
扱
え
な
い
」
 

「
俺
た
ち
は
あ
の
剣
を
扱
え
な
い
。
炎
の
属
性
じ
ゃ
な
い
か
ら
な
。
最
後
に
あ

の
剣
に
触
れ
た
の
は
、
俺
た
ち
の
お
祖
父
さ
ん
だ
」

「
お
祖
父
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
は
も
う
、
あ
の
剣
を
扱
え
る
者
が
い
な
く

な
っ
て
・
・
・
。
そ
れ
か
ら
あ
の
剣
は
あ
の
ま
ま
な
の
・
・
・
」

「
そ
の
祖
父
さ
ん
が
最
期
に
言
っ
て
い
た
言
葉
が
・
・
・
」

「
『
外
か
ら
来
ら
れ
し
旅
人
。
聖
剣
の
主
に
な
る
で
あ
ろ
う
』
」

「
外
か
ら
来
ら
れ
し
旅
人
。
聖
剣
の
主
に
な
る
で
あ
ろ
う
・
・
・
」

声
を
揃
え
て
言
っ
た
二
人
の
言
葉
を
、
俺
は
オ
ウ
ム
返
し
に
言
っ
た
。

「
そ
う
、
そ
し
て
あ
た
し
た
ち
は
そ
の
聖
剣
の
主
を
探
す
役
目
が
あ
る
の
」

「
そ
う
だ
、
リ
ア
ル
。
お
前
の
属
性
聞
い
て
な
か
っ
た
よ
な
？
お
前
の
属
性
は

何
な
ん
だ
？
」

「
え
っ
・
・
・
・
？
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

「
リ
ア
ル
・
・
・
？
ど
う
し
た
の
・
・
・
？
属
性
は
・
・
・
・
」

「
・
・
・
・
ん
な
い
・
・
」

「
何
？
」

「
俺
・
・
・
自
分
の
属
性
・
・
・
知
ら
な
い
・
・
・
」

「
え
っ
・
・
？
？
」

二
人
は
驚
い
た
よ
う
な
顔
を
し
た
。
俺
は
苦
笑
い
す
る
し
か
な
か
っ
た
。

「
リ
ア
ル
、
自
分
の
属
性
知
ら
な
い
の
！
？
」

「
う
・
・
う
ん
」

俺
は
フ
ィ
ン
に
言
わ
れ
、
ぎ
こ
ち
な
く
答
え
た
。

「
そ
う
だ
っ
た
の
か
。
じ
ゃ
あ
、
ケ
イ
リ
に
で
も
調
べ
て
も
ら
う
か
？
」
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「
ケ
イ
リ
？
」

「
え
ぇ
。
ケ
イ
リ
は
こ
の
村
の
占
い
師
っ
て
感
じ
か
な
？
」

「
も
し
か
し
た
ら
、
リ
ア
ル
が
聖
剣
の
主
か
も
し
れ
な
い
し
な
！
」

「
そ
う
と
決
ま
れ
ば
、
さ
っ
そ
く
ケ
イ
リ
の
家
へ
行
き
ま
し
ょ
う
！
」

　
こ
う
し
て
、
俺
と
フ
ィ
ン
と
シ
ヴ
ィ
ル
は
、
そ
の
ケ
イ
リ
と
い
う
人
物
の
家

へ
行
く
た
め
、
宿
を
出
発
し
た
。
 



29

Ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
４
＊
言
い
伝
え
《
後
編
》
（
後
書
き
）

ま
と
ま
り
な
く
て
す
み
ま
せ
ん
・
・
・
！
！
！
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俺
は
ケ
イ
リ
と
言
う
人
物
に
、
自
分
の
属
性
を
何
か
を
み
て
貰
う
た
め
、
フ

ィ
ン
と
シ
ヴ
ィ
ル
と
共
に
ケ
イ
リ
の
家
ま
で
や
っ
て
来
た
。
二
人
に
、
宿
の
ほ

う
は
大
丈
夫
な
の
か
と
聞
く
と
、
自
分
た
ち
の
ほ
か
に
も
働
い
て
く
れ
て
い
る

人
が
い
る
か
ら
大
丈
夫
だ
っ
て
。
俺
が
心
配
で
つ
い
て
き
て
く
れ
た
み
た
い
。

　
ケ
イ
リ
の
家
は
、
村
の
裏
路
地
の
奥
の
方
に
あ
っ
た
。
占
い
師
と
い
う
か
ら
、

す
ご
く
大
き
な
家
を
想
像
し
て
た
け
ど
、
意
外
と
普
通
の
家
だ
。
”
ケ
イ
リ
”

っ
て
一
体
ど
ん
な
人
な
ん
だ
ろ
う
・
・
・
。

　
そ
し
て
、
俺
達
は
ケ
イ
リ
の
家
へ
と
入
っ
た
。
正
確
に
は
シ
ヴ
ィ
ル
が
勝
手

に
入
っ
て
行
っ
た
ん
だ
け
ど
・
・
・
。

「
お
ー
い
、
ケ
イ
リ
い
る
か
ー
？
」

「
ん
～
・
・
・
。
・
・
・
・
・
・
シ
ヴ
ィ
ル
か
？
」

「
何
だ
ケ
イ
リ
。
寝
て
た
の
か
？
」

「
ん
、
あ
ぁ
・
・
。
昨
日
い
ろ
い
ろ
と
あ
っ
て
、
そ
れ
が
朝
方
ま
で
延
び
て
・
・

・
」

「
お
前
も
大
変
だ
な
、
無
理
す
ん
な
よ
？
」

「
わ
か
っ
て
る
・
・
」

　
家
の
奥
か
ら
出
て
き
た
の
は
、
青
い
髪
に
深
い
緑
色
の
瞳
を
し
た
中
性
的
な

顔
立
ち
の
男
の
人
だ
っ
た
。

髪
の
毛
は
腰
の
辺
り
ま
で
伸
び
て
る
。
し
か
も
身
長
は
シ
ヴ
ィ
ル
と
同
じ
く
ら

い
・
・
・
。

―
―
こ
の
人
が
ケ
イ
リ
か
？
て
い
う
か
俺
、
今
巨
人
に
囲
ま
れ
て
る
み
た
い
・
・

・
（
泣
）



31

　
す
る
と
、
ケ
イ
リ
と
思
わ
れ
る
そ
の
人
が
、
俺
に
気
づ
い
た
。

「
ん
？
・
・
・
・
こ
の
子
供
は
？
」

「
む
っ
！
子
供
じ
ゃ
な
い
！
俺
は
１
５
だ
ぞ
！
！
」

「
え
ぇ
っ
！
？
リ
ア
ル
っ
て
あ
た
し
と
一
つ
違
い
な
の
！
？
あ
た
し
て
っ
き
り

１
０
歳
く
ら
い
か
と
思
っ
て
た
・
・
・
」

「
お
・
・
俺
も
そ
の
位
か
と
・
・
」

―
―
何
で
！
？
俺
や
っ
ぱ
り
チ
ビ
だ
か
ら
年
下
に
見
ら
れ
る
の
か
な
～
。
何
か

空
し
い
ぞ
・
・
・
。

一
人
落
ち
込
ん
で
い
る
と
、
ケ
イ
リ
が
俺
の
前
に
立
っ
た
。
や
っ
ぱ
り
で
か
い
・

・
・
。

「
わ
・
・
悪
い
・
・
。
悪
気
は
な
か
っ
た
ん
だ
・
・
・
」

「
別
に
い
い
よ
、
も
う
慣
れ
て
る
し
」

「
俺
は
ケ
イ
リ
だ
。
一
応
こ
の
村
で
は
占
い
師
っ
て
こ
と
に
な
っ
て
る
。
占
い

師
は
本
業
で
は
な
い
が
」

「
そ
う
な
ん
だ
！
俺
は
リ
ア
ル
、
旅
人
な
ん
だ
」

俺
が
そ
う
い
う
と
、
ケ
イ
リ
が
少
し
微
笑
ん
だ
。

 「
そ
れ
で
、
ケ
イ
リ
。
い
き
な
り
な
ん
だ
が
、
リ
ア
ル
の
属
性
を
見
て
や
っ
て

く
れ
な
い
か
？
」

「
あ
ぁ
、
別
い
い
が
・
・
。
リ
ア
ル
は
自
分
の
属
性
・
・
・
」

「
知
ら
な
い
ん
だ
よ
」

シ
ヴ
ィ
ル
が
言
う
と
、
三
人
は
俺
の
方
向
い
た
。
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「
ぅ
っ
・
・
・
な
ん
だ
よ
・
・
・
」

「
ふ
ぅ
、
ま
ぁ
い
い
。
俺
の
属
性
は
『
光
』
だ
」

「
『
光
』
？
」

　
俺
は
ケ
イ
リ
に
問
い
か
け
た
。

―
―
風
と
水
は
ま
ぁ
分
か
る
け
ど
、
光
っ
て
何
が
出
来
る
ん
だ
・
・
・
？

　
　
・
・
・
も
し
か
し
て
！
目
か
ら
光
が
出
せ
て
、
暗
闇
を
自
由
に
歩
き
ま
わ

れ
る
と
か
！
？

「
リ
ア
ル
・
・
・
・
・
今
お
前
、
有
り
得
な
い
こ
と
考
え
て
た
だ
ろ
・
・
」

「
え
っ
・
・
！
そ
ん
な
こ
と
・
・
・
・
あ
る
か
も
・
・
・
・
・
」

「
そ
ん
な
こ
と
あ
る
ん
か
い
っ
！
！
」

う
わ
っ
！
今
ま
り
も
に
ツ
ッ
コ
ま
れ
た
・
・
・
。
俺
も
う
生
き
て
い
け
な
い
・
・

・
っ
！

「
光
は
、
光
を
出
す
の
は
も
ち
ろ
ん
出
来
る
。
暗
闇
の
中
で
も
、
光
を
出
せ
ば

歩
き
回
れ
る
。
で
も
、
目
か
ら
は
出
せ
な
い
ぞ
？
」

「
（
う
っ
・
・
ば
れ
て
る
！
？
）
」

「
そ
の
ほ
か
に
は
、
癒
し
の
力
が
あ
る
。
怪
我
を
治
し
た
り
も
出
来
る
。
そ
し

て
、
予
言
。
未
来
を
覗
く
こ
と
も
出
来
る
」

「
へ
ぇ
、
そ
う
な
ん
だ
！
す
ご
い
ん
だ
ね
！
！
未
来
を
覗
け
た
ら
、
い
ろ
い
ろ

と
便
利
で
楽
な
ん
じ
ゃ
な
い
？
」

「
・
・
・
・
・
・
・
俺
は
、
未
来
を
覗
け
な
く
て
も
・
・
・
よ
か
っ
た
・
・
・
」

「
へ
？
何
で
？
」

「
い
や
・
・
・
な
ん
で
も
な
い
」

ケ
イ
リ
は
そ
う
言
っ
て
、
俺
に
背
を
向
け
た
。
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ケ
イ
リ
登
場
！

さ
て
さ
て
ど
う
な
る
か
な
ぁ
～
。
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「
さ
ぁ
、
今
か
ら
占
っ
て
み
る
か
ら
リ
ア
ル
は
こ
っ
ち
に
。
シ
ヴ
ィ
ル
と
フ
ィ

ン
は
そ
こ
で
待
っ
て
て
く
れ
」

「
わ
か
っ
た
」

「
リ
ア
ル
、
あ
た
し
た
ち
は
こ
こ
で
待
っ
て
る
か
ら
ね
」

「
う
ん
」

　
そ
し
て
俺
は
、
ケ
イ
リ
に
奥
の
部
屋
へ
と
通
さ
れ
た
。

そ
こ
は
ど
う
や
ら
、
普
段
占
い
を
し
て
い
る
部
屋
み
た
い
だ
。

「
リ
ア
ル
、
そ
こ
の
椅
子
に
座
っ
て
く
れ
」

「
こ
こ
で
い
い
の
？
」

「
あ
ぁ
、
座
っ
た
ら
目
を
閉
じ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
ん
だ
。
頭
の
中
を
真
っ
白

に
、
心
を
無
に
す
る
ん
だ
」

　
俺
は
ケ
イ
リ
に
言
わ
れ
た
と
お
り
に
目
を
閉
じ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
。
暫
く

す
る
と
、
頭
が
ボ
ー
ッ
と
し
て
き
た
。
ま
る
で
催
眠
術
に
で
も
か
け
ら
れ
て
る

み
た
い
だ
。

　
そ
れ
か
ら
数
分
、
そ
の
状
態
が
続
い
た
。

「
リ
ア
ル
、
も
う
目
を
開
け
て
も
い
い
ぞ
」

俺
は
ゆ
っ
く
り
と
目
を
開
け
た
。
余
韻
が
残
っ
て
い
る
の
か
、
ま
だ
頭
が
ボ
ー

ッ
と
す
る
。

「
も
う
占
い
は
終
わ
っ
た
の
？
」

「
あ
ぁ
、
終
わ
っ
た
よ
」
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「
そ
れ
で
・
・
・
俺
の
属
性
は
何
だ
っ
た
の
？
」

一
番
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
聞
い
て
み
た
。

「
お
前
の
心
底
に
は
、
炎
の
気
が
見
え
た
。
リ
ア
ル
の
属
性
は
間
違
い
な
く
『

炎
』
だ
。
し
か
し
、
お
前
自
身
も
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
の
と
、
ま
だ
潜
在
能

力
が
発
揮
さ
れ
て
い
な
せ
い
で
、
そ
の
気
が
消
え
か
か
っ
て
い
る
」

「
消
え
る
と
・
・
・
」

「
そ
の
力
は
消
滅
し
、
力
は
使
え
な
く
な
る
」

「
じ
ゃ
・
・
じ
ゃ
あ
、
消
え
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

？
」

「
今
、
リ
ア
ル
の
未
来
を
少
し
覗
か
せ
て
も
ら
っ
た
。
未
来
と
言
っ
て
も
、
２
・

３
日
先
だ
。
そ
れ
を
見
る
と
、
今
日
か
ら
３
日
の
間
に
何
か
の
拍
子
で
お
前
の

潜
在
能
力
が
発
揮
さ
れ
る
。
そ
の
潜
在
能
力
が
発
揮
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
気
は
消

え
る
こ
と
は
な
い
。
ま
ぁ
、
発
揮
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
リ
ア
ル
次
第
だ
が
・
・
・

」俺
は
黙
っ
て
、
ケ
イ
リ
の
話
を
聞
い
て
い
た
。

「
ね
ぇ
、
ケ
イ
リ
。
さ
っ
き
、
３
日
の
間
に
何
か
・
・
・
っ
て
言
っ
て
た
け
ど
、

何
が
あ
る
の
・
・
？
」

気
に
な
っ
た
こ
と
を
、
ケ
イ
リ
に
聞
い
て
み
た
。
 

「
単
刀
直
入
に
言
う
。
お
前
は
あ
の
炎
の
剣
、
聖
剣
の
主
だ
。
あ
の
聖
剣
の
本

当
の
名
前
は
『
Ｓ
ａ
ｉ
ｎ
ｔ
 

Ｆ
ｌ
ａ
ｍ
ｅ
 

Ｓ
ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
』
。
聖
な
る
炎
の

剣
と
い
う
意
味
だ
」

「
聖
な
る
・
・
炎
の
剣
・
・
・
。
・
・
・
・
っ
て
い
う
か
、
そ
の
主
が
俺
っ
！

？
」

「
そ
う
だ
」
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―
嘘
だ
、
あ
り
得
な
い
。
何
で
俺
が
聖
剣
の
主
な
ん
だ
？
今
ま
で
普
通
に
旅
人

や
っ
て
た
の
に
、
い
き
な
り
聖
剣
の
主
っ
た
っ
て
！
！

「
ま
ぁ
落
ち
着
け
。
そ
れ
で
、
今
日
か
ら
３
日
の
間
に
何
か
っ
て
言
う
の
は
・
・

・
・
」

「
言
う
の
は
・
・
・
？
」

「
お
前
の
命
が
狙
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
な
」

「
は
・
・
は
ぁ
っ
！
？
何
で
だ
よ
！
！
」

「
そ
の
理
由
は
・
・
・
わ
か
ら
な
い
・
・
」

ハ
ッ
キ
リ
言
っ
て
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。

俺
は
た
だ
の
旅
人
で
、
偶
然
立
ち
寄
っ
た
こ
の
ル
ー
フ
ィ
ン
ド
村
で
、
い
き
な

り
聖
剣
の
主
だ
っ
て
言
わ
れ
て
、
お
ま
け
に
誰
か
に
命
を
狙
わ
れ
て
る
だ
っ
て

！
？
冗
談
じ
ゃ
な
い
よ
！
！

　
俺
は
ど
ん
底
に
落
と
さ
れ
た
気
分
だ
っ
た
。

「
そ
ろ
そ
ろ
行
く
か
、
シ
ヴ
ィ
ル
も
フ
ィ
ン
も
待
っ
て
る
」

「
う
ん
・
・
・
」

そ
し
て
ケ
イ
リ
に
連
れ
ら
れ
て
、
フ
ィ
ン
た
ち
が
待
つ
場
所
へ
と
戻
っ
た
。

「
リ
ア
ル
！
」

フ
ィ
ン
が
俺
の
姿
を
見
て
立
ち
上
が
っ
た
。

「
ど
う
だ
っ
た
の
？
」

「
・
・
・
・
・
・
」

「
リ
ア
ル
？
ど
う
し
た
ん
だ
？
」
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二
人
は
俺
が
喋
ら
な
い
か
ら
か
、
心
配
し
て
い
る
口
調
だ
。
で
も
、
俺
は
喋
る

気
に
な
れ
な
か
っ
た
。

　
そ
の
時
、
ケ
イ
リ
が
口
を
開
い
た
。

「
ふ
ぅ
・
・
・
、
俺
か
ら
話
す
よ
。
リ
ア
ル
は
、
惑
星
上
珍
し
い
炎
の
属
性
で
、

そ
の
上
あ
の
聖
剣
の
主
だ
っ
た
」

「
や
っ
ぱ
り
、
リ
ア
ル
が
聖
剣
の
主
だ
っ
た
の
ね
！
！
」

「
し
か
し
だ
」

「
し
か
し
・
・
・
何
だ
・
・
？
」
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つ
い
に
聖
剣
の
主
が
明
ら
か
に
・
・
・
！
！
！

ま
ぁ
、
大
体
皆
さ
ん
わ
か
っ
て
た
で
し
ょ
う
か
ね
（
苦
笑
）

ケ
イ
リ
は
冷
た
い
人
間
で
は
な
い
で
す
よ
ー
。
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「
し
か
し
、
ソ
レ
と
同
時
に
・
・
・
誰
か
に
命
を
狙
わ
れ
て
る
・
・
・
」

　
ケ
イ
リ
は
、
さ
っ
き
俺
に
言
っ
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
シ
ヴ
ィ
ル
と
フ
ィ
ン
に

告
げ
た
。

「
う
そ
・
・
で
し
ょ
・
・
？
」

「
い
や
、
間
違
い
な
い
。
ま
だ
・
・
・
誰
と
ま
で
は
分
か
ら
な
い
が
・
・
・
」

「
・
・
・
ケ
イ
リ
。
そ
れ
は
本
当
な
の
か
？
何
か
の
間
違
い
・
・
・
と
か
じ
ゃ

ね
ー
の
か
？
」

「
・
・
・
残
念
だ
が
、
間
違
い
と
か
は
な
い
。
俺
が
今
全
部
告
げ
た
こ
と
は
、

全
て
真
実
だ
。
だ
が
、
死
ぬ
と
決
ま
っ
た
じ
ゃ
な
い
。
ど
う
な
る
か
は
、
リ
ア

ル
の
こ
れ
か
ら
の
行
動
で
大
き
く
変
わ
る
」

そ
し
て
暫
く
沈
黙
が
続
い
た
。
そ
の
沈
黙
を
破
っ
た
の
は
、
シ
ヴ
ィ
ル
だ
っ
た
。

「
命
を
狙
わ
れ
て
る
の
が
な
ん
だ
！
リ
ア
ル
、
お
前
は
一
人
じ
ゃ
な
い
ん
だ
ぜ

？
俺
も
、
フ
ィ
ン
も
、
そ
し
て
ケ
イ
リ
も
い
る
ん
だ
！
」

「
そ
う
よ
、
リ
ア
ル
！
あ
な
た
に
危
険
が
迫
っ
た
と
き
は
、
あ
た
し
達
が
助
け

る
か
ら
！
」

「
シ
ヴ
ィ
ル
・
・
フ
ィ
ン
・
・
」

「
あ
ぁ
、
俺
も
協
力
す
る
か
ら
。
な
？
リ
ア
ル
、
こ
れ
か
ら
外
に
出
る
と
き
は
、

必
ず
俺
か
シ
ヴ
ィ
ル
か
フ
ィ
ン
と
一
緒
に
い
る
ん
だ
」

「
ケ
イ
リ
・
・
・
」

三
人
の
言
葉
を
聞
い
て
、
俺
は
少
し
気
が
楽
に
な
っ
た
。
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「
あ
り
が
と
う
、
み
ん
な
！
そ
う
だ
よ
ね
、
今
の
俺
に
は
頼
も
し
い
仲
間
が
三

人
も
い
る
ん
だ
！
俺
も
命
を
狙
わ
れ
て
る
ん
だ
か
ら
、
気
を
引
き
締
め
な
い
と

ね
！
」

そ
う
言
っ
て
、
俺
は
三
人
に
向
か
っ
て
笑
っ
た
。

「
や
っ
と
笑
っ
た
！
」

「
え
？
」

「
リ
ア
ル
は
笑
っ
て
る
ほ
う
が
い
い
ぜ
！
」

「
そ
う
さ
！
お
主
が
笑
っ
て
な
い
と
、
登
場
し
に
く
い
だ
ろ
う
」

「
に
ゅ
っ
！
？
」

今
の
は
ま
り
も
！
？
ま
た
い
や
が
っ
た
！
！

「
お
前
な
ん
で
い
る
ん
だ
よ
！
！
」

す
る
と
ま
り
も
は
・
・
・
・
・
、

「
ん
～
～
・
・
・
、
気
分
で
？
」

―
―
―
バ
キ
ッ

「
あ
～
れ
～
！
」

「
一
回
死
ね
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ッ
！
！
」

そ
し
て
ま
り
も
は
、
空
の
彼
方
へ
と
消
え
た
。
ふ
と
俺
は
思
っ
た
。

「
何
な
ん
だ
よ
あ
い
つ
は
・
・
・
」

と
・
・
・
。
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「
さ
ぁ
リ
ア
ル
、
そ
ろ
そ
ろ
宿
に
戻
り
ま
し
ょ
う
！
」

「
リ
ア
ル
、
ケ
イ
リ
も
一
緒
に
来
て
く
れ
る
み
た
い
だ
ぞ
」

「
ホ
ン
ト
！
？
」

「
あ
ぁ
、
お
供
さ
せ
て
も
ら
う
よ
。
こ
こ
ま
で
来
た
ら
最
後
ま
で
付
き
合
う
よ
」

「
シ
ヴ
ィ
ル
、
フ
ィ
ン
、
ケ
イ
リ
。
あ
り
が
と
う
！
」

　
そ
し
て
、
俺
は
力
強
い
仲
間
、
シ
ヴ
ィ
ル
・
フ
ィ
ン
・
ケ
イ
リ
と
共
に
宿
へ

と
戻
っ
た
。
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Ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
５
＊
ケ
イ
リ
《
後
編
》
（
後
書
き
）

は
ー
い
！

友
情
は
い
い
と
思
い
ま
す
よ
・
・
！
！
う
ん
！
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Ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
６
＊
謎
の
少
女

　
ケ
イ
リ
に
占
っ
て
も
ら
っ
て
か
ら
２
日
が
経
っ
た
。

俺
は
宿
に
タ
ダ
で
泊
め
て
も
ら
っ
て
い
る
お
礼
に
庭
掃
除
を
し
て
い
た
。
フ
ィ

ン
は
別
に
い
い
と
言
っ
て
た
け
ど
、
こ
れ
く
ら
い
し
な
い
と
悪
い
気
が
す
る
し
。

「
リ
ア
ル
、
お
は
よ
う
」

「
あ
、
ケ
イ
リ
。
お
は
よ
う
！
」

掃
除
を
し
て
い
る
と
、
宿
の
中
か
ら
ケ
イ
リ
が
出
て
き
た
。

「
調
子
は
ど
う
だ
？
剣
は
使
い
こ
な
せ
そ
う
か
？
」

「
う
ん
！
全
然
問
題
な
い
よ
！
」

　
俺
は
あ
れ
か
ら
宿
に
戻
っ
て
、
剣
を
授
か
っ
て
か
ら
ケ
イ
リ
と
剣
を
使
う
稽

古
を
し
て
い
た
。

元
々
運
動
神
経
が
よ
か
っ
た
か
ら
な
の
か
、
俺
は
す
ぐ
に
剣
を
使
い
こ
な
せ
る

ま
で
に
な
っ
た
。

―
―
ま
ぁ
、
ケ
イ
リ
の
剣
の
指
導
が
凄
く
分
か
り
や
す
く
っ
て
集
中
で
き
た
っ

て
の
も
あ
る
よ
な
。

ケ
イ
リ
の
教
え
方
は
ホ
ン
ト
に
分
か
り
や
す
か
っ
た
。
一
度
見
た
だ
け
で
、
駄

目
な
と
こ
ろ
を
指
摘
し
て
く
れ
て
、
す
ぐ
に
そ
の
箇
所
を
直
す
こ
と
が
出
来
た
。

　
だ
か
ら
、
こ
ん
な
短
期
間
で
剣
の
扱
い
方
を
習
得
で
き
た
。

「
リ
ア
ル
、
い
く
ら
問
題
な
い
か
ら
っ
て
油
断
す
る
な
よ
？
ま
だ
今
日
が
残
っ

て
る
。
多
分
今
日
、
お
前
の
命
を
狙
っ
て
い
る
者
が
現
れ
る
」
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「
分
か
っ
て
る
っ
て
！
・
・
・
ん
？
」

「
ど
う
し
た
、
リ
ア
ル
？
」

「
い
や
、
あ
の
木
の
下
に
女
の
子
が
・
・
・
」

「
女
の
子
？
・
・
・
女
の
子
な
ん
て
い
な
い
ぞ
？
」

「
え
、
嘘
！
い
る
は
ず
・
・
・
ア
レ
？
い
な
い
・
・
・
。
本
当
に
い
た
の
に
・
・

・
」

「
き
っ
と
、
稽
古
で
疲
れ
て
る
ん
だ
。
あ
ん
ま
り
無
理
す
る
な
よ
？
掃
除
が
終

わ
っ
た
ら
食
事
に
で
も
し
よ
う
」

「
・
・
・
う
ん
。
そ
う
だ
ね
」

俺
が
答
え
る
と
、
ケ
イ
リ
は
宿
の
中
へ
と
入
っ
て
い
っ
た
。

「
変
だ
な
・
・
・
、
確
か
に
・
・
・
・
・
・
」

―
―
確
か
に
庭
の
隅
の
木
の
下
に
い
た
は
ず
な
の
に
・
・
・
。

髪
の
毛
が
腰
の
辺
り
ま
で
あ
っ
て
、
赤
い
服
を
着
た
女
の
子
が
・
・
・
・
。

「
ま
る
で
、
俺
を
呼
ん
で
る
み
た
い
だ
っ
た
・
・
・
」

　
俺
は
ま
た
そ
の
木
の
下
を
見
て
み
た
が
、
や
は
り
女
の
子
の
姿
は
な
か
っ
た
。

「
ん
～
、
や
っ
ぱ
り
疲
れ
て
ん
の
か
な
ぁ
。
も
う
終
わ
ろ
う
」

そ
し
て
、
俺
は
宿
の
中
へ
と
入
っ
た
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
リ
ア
ル
が
中
に
入
っ
た
直
後
、
木
の
下
に
は
赤
い
服
の
女
の
子
が
立
っ
て
い
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た
。

『
ク
ス
ク
ス
ッ
、
も
う
少
し
。
も
う
少
し
で
あ
な
た
を
楽
に
し
て
あ
げ
る
。
ク

ス
ク
ス
ク
ス
ッ
、
ね
？
ガ
ノ
フ
ァ
？
』

『
そ
う
だ
な
』

ガ
ノ
フ
ァ
と
呼
ば
れ
る
男
の
声
が
言
っ
た
後
、
女
の
子
は
風
の
よ
う
に
フ
ッ
・
・

・
と
消
え
た
・
・
・
・
。
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Ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
６
＊
謎
の
少
女
（
後
書
き
）

中
間
地
点
で
す
！
！

次
話
か
ら
や
っ
と
展
開
し
て
い
き
ま
す
！
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Ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
７
＊
テ
ィ
モ
シ
ー
《
前
編
》

「
リ
ア
ル
、
お
は
よ
う
。
庭
の
掃
除
手
伝
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
ね
。
助
か
っ

た
わ
」

　
庭
の
掃
除
を
終
え
て
中
に
入
る
と
、
俺
は
フ
ィ
ン
と
会
っ
た
。

「
お
は
よ
う
フ
ィ
ン
。
だ
っ
て
泊
め
て
も
ら
っ
て
る
か
ら
ね
、
こ
ん
な
の
朝
飯

前
だ
よ
」

「
ふ
ふ
っ
、
も
う
朝
ご
飯
で
き
て
る
か
ら
行
き
ま
し
ょ
う
！
今
日
は
兄
さ
ん
と

ケ
イ
リ
が
作
っ
て
く
れ
た
の
」

「
え
、
シ
ヴ
ィ
ル
と
ケ
イ
リ
っ
て
料
理
で
き
る
の
！
？
て
か
シ
ヴ
ィ
ル
が
料
理

！
？
」

「
え
え
、
悔
し
い
け
ど
、
あ
た
し
よ
り
上
手
い
わ
・
・
・
っ
て
さ
り
げ
に
リ
ア

ル
酷
い
こ
と
言
っ
て
る
っ
て
気
づ
い
て
る
？
」

　
フ
ィ
ン
は
苦
笑
し
な
が
ら
言
っ
た
。

意
外
だ
。
シ
ヴ
ィ
ル
と
ケ
イ
リ
が
料
理
で
き
る
な
ん
て
。
ま
ぁ
、
ケ
イ
リ
は
で

き
そ
う
だ
け
ど
、
シ
ヴ
ィ
ル
は
結
構
出
来
な
さ
そ
う
な
の
に
・
・
・
と
俺
は
密

か
に
失
礼
な
こ
と
を
思
っ
て
い
た
。

　
俺
な
ん
か
、
釣
っ
た
魚
を
焼
く
こ
と
し
か
の
に
・
・
。

「
さ
ぁ
、
早
く
ご
飯
に
し
ま
し
ょ
う
！
」

「
う
ん
！
」

　
俺
は
腹
が
減
っ
て
い
た
の
で
、
返
事
を
し
て
フ
ィ
ン
の
後
を
つ
い
て
行
っ
た
。

そ
し
て
着
い
た
の
は
、
多
分
食
堂
の
よ
う
な
と
こ
ろ
だ
。
広
い
し
、
椅
子
と
机
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が
い
っ
ぱ
い
あ
る
し
。

「
リ
ア
ル
、
待
ち
く
た
び
れ
た
ぞ
！
」

「
さ
ぁ
、
早
く
こ
っ
ち
に
来
て
ご
飯
に
し
よ
う
」

「
わ
ぁ
！
こ
れ
、
全
部
２
人
が
作
っ
た
の
！
？
」

「
当
た
り
前
だ
ろ
？
他
に
誰
が
作
る
ん
だ
よ
」

「
た
く
さ
ん
作
っ
た
か
ら
、
ど
ん
ど
ん
食
べ
て
い
い
ぞ
」

「
て
か
本
当
に
シ
ヴ
ィ
ル
も
作
っ
た
の
！
？
」

「
お
前
失
礼
だ
ぞ
！
！
」

　
俺
は
眼
前
に
あ
る
ご
馳
走
を
見
て
驚
い
た
。
こ
れ
を
２
人
が
作
っ
た
な
ん
て

思
え
な
か
っ
た
。
サ
ー
モ
ン
の
蒸
し
バ
タ
ー
焼
き
、
チ
キ
ン
に
マ
ッ
シ
ュ
ポ
テ

ト
、
サ
ラ
ダ
に
鯛
の
お
造
り
、
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
俺
達
だ
け
で
食
べ
ら

れ
る
か
分
か
ら
な
い
く
ら
い
だ
。

―
―
で
も
美
味
し
そ
う
・
・
・
・
・
 

「
俺
に
も
食
べ
さ
せ
て
く
れ
！
」

「
ま
り
も
っ
！
？
」

ま
り
も
に
食
べ
さ
せ
る
く
ら
い
な
ら
、
俺
が
腹
を
壊
し
て
で
も
食
べ
る
！
！
っ

て
ま
り
も
が
今
チ
キ
ン
を
食
べ
よ
う
と
し
て
る
！

「
ま
り
も
は
食
う
な
ぁ
ー
ー
ー
ー
ー
っ
！
！
」

「
か
ぱ
ぴ
ょ
ー
ー
ー
ー
っ
！
！
」

俺
は
阻
止
す
る
た
め
に
、
ま
り
も
を
空
へ
と
ぶ
っ
飛
ば
し
た
。

―
―
つ
ー
か
、
『
か
ぱ
ぴ
ょ
ー
』
っ
て
何
だ
よ
！
何
語
！
？
ま
り
も
語
！
？
ま

り
も
っ
て
訳
分
か
ん
な
い
や
。
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ま
ぁ
、
ま
り
も
も
い
な
く
な
っ
た
所
で
・
・
・
、

「
い
っ
た
だ
っ
き
ま
ぁ
ー
す
！
！
」

俺
は
勢
い
よ
く
食
べ
始
め
た
。
だ
っ
て
お
腹
空
い
て
た
ん
だ
も
ん
！

　
そ
し
て
俺
が
食
べ
始
め
た
時
、
ケ
イ
リ
が
話
し
か
け
て
き
た
。

「
リ
ア
ル
、
こ
の
後
こ
の
村
を
い
ろ
い
ろ
と
回
っ
て
み
る
か
？
今
日
は
こ
の
後

何
も
用
事
は
入
っ
て
な
い
か
ら
、
俺
が
案
内
し
て
や
る
ぞ
？
」

「
ホ
ン
ト
に
！
？
行
く
行
く
！
！
」

俺
は
急
い
で
ご
飯
を
か
き
こ
ん
だ
。
そ
の
様
子
を
見
て
、
ケ
イ
リ
が
可
笑
し
そ

う
に
笑
う
。

「
リ
ア
ル
、
別
に
急
が
な
く
て
も
待
っ
て
て
や
る
か
ら
。
ゆ
っ
く
り
食
べ
ろ
」

「
だ
っ
て
、
早
く
回
り
た
い
ん
だ
も
ん
！
！
」

　
そ
し
て
ご
飯
を
全
部
食
べ
終
え
た
後
、
俺
は
ケ
イ
リ
と
一
緒
に
村
を
回
る
た

め
に
宿
を
出
た
。
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Ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
７
＊
テ
ィ
モ
シ
ー
《
前
編
》
（
後
書
き
）

ま
り
も
は
突
然
現
れ
ま
す
（
笑
）
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Ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
７
＊
テ
ィ
モ
シ
ー
《
後
編
》

「
や
っ
ぱ
り
こ
の
村
は
綺
麗
だ
な
」

　
俺
が
宿
を
出
て
思
っ
た
こ
と
は
、
や
っ
ぱ
り
綺
麗
だ
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

「
そ
う
だ
な
。
こ
の
村
は
水
が
綺
麗
な
こ
と
で
結
構
有
名
な
ん
だ
。
こ
の
村
の

水
は
直
接
地
下
か
ら
引
い
て
い
る
も
の
だ
か
ら
、
す
ご
く
冷
た
く
て
綺
麗
な
ん

だ
」

「
へ
ぇ
～
、
そ
う
な
ん
だ
ぁ
」

ケ
イ
リ
は
他
に
も
、
ル
ー
フ
ィ
ン
ド
村
の
有
名
な
と
こ
ろ
や
い
い
と
こ
ろ
を
沢

山
話
し
て
く
れ
た
。

　
そ
し
て
、
あ
る
角
を
曲
が
っ
た
時
―
―
―
―
。

―
―
―
―
―
ド
ン
ッ
ッ
！
！

「
き
ゃ
っ
！
」

「
う
わ
っ
！
！
」

俺
は
１
０
歳
く
ら
い
の
女
の
子
に
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
ご
・
・
ご
め
ん
！
大
丈
夫
？
」

「
い
た
た
っ
・
・
・
、
う
ん
。
大
丈
夫
だ
よ
！
あ
り
が
と
う
お
兄
ち
ゃ
ん
！
」

お
兄
ち
ゃ
ん
か
ぁ
・
・
・
。
い
い
響
き
だ
な
ぁ
。
俺
年
下
に
し
か
見
ら
れ
な
い

か
ら
・
・
。
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「
お
兄
ち
ゃ
ん
っ
て
、
旅
人
？
」

「
う
ん
？
・
・
う
ん
、
そ
う
だ
よ
。
な
ん
で
分
か
っ
た
ん
だ
？
」

「
だ
っ
て
お
兄
ち
ゃ
ん
、
こ
の
村
で
初
め
て
見
た
か
ら
！
」

「
そ
っ
か
ぁ
。
俺
が
こ
の
村
に
来
た
の
は
３
日
く
ら
い
前
だ
よ
」

「
そ
う
だ
っ
た
ん
だ
。
あ
た
し
の
名
前
は
テ
ィ
モ
シ
ー
！
お
兄
ち
ゃ
ん
は
？
」

「
俺
は
リ
ア
ル
！
よ
ろ
し
く
な
、
テ
ィ
モ
シ
ー
！
」
 

「
後
ろ
の
お
兄
ち
ゃ
ん
は
、
お
兄
ち
ゃ
ん
の
お
兄
ち
ゃ
ん
？
」

　
テ
ィ
モ
シ
ー
は
、
俺
の
後
ろ
に
い
た
ケ
イ
リ
に
目
を
向
け
た
。

「
・
・
・
・
俺
は
ケ
イ
リ
だ
。
し
か
し
リ
ア
ル
の
兄
で
は
な
い
。
俺
は
こ
の
村

の
人
間
だ
」

「
・
・
・
そ
っ
か
ぁ
、
よ
ろ
し
く
ね
！
リ
ア
ル
お
兄
ち
ゃ
ん
！
ケ
イ
リ
お
兄
ち

ゃ
ん
！
」

ち
っ
ち
ゃ
い
子
っ
て
可
愛
い
な
ぁ
～
。
俺
も
弟
と
か
妹
欲
し
か
っ
た
な
ぁ
！
そ

ん
な
風
に
思
っ
て
い
る
と
、
ケ
イ
リ
が
小
声
で
俺
に
警
告
し
て
き
た
。

「
お
い
リ
ア
ル
。
テ
ィ
モ
シ
ー
に
は
気
を
つ
け
ろ
」

「
え
っ
？
」

「
あ
い
つ
は
・
・
・
・
テ
ィ
モ
シ
ー
は
何
か
危
険
な
感
じ
が
す
る
・
・
・
」

「
何
で
？
ま
だ
１
０
歳
く
ら
い
だ
よ
？
」

「
そ
れ
で
も
だ
」

何
で
？
あ
ん
な
子
ど
も
が
危
険
な
訳
な
い
じ
ゃ
な
い
か
。
ケ
イ
リ
は
何
を
言
い

出
す
ん
だ
・
・
・
。

「
で
は
、
リ
ア
ル
。
何
故
テ
ィ
モ
シ
ー
は
リ
ア
ル
が
旅
人
だ
と
分
か
っ
た
ん
だ

？
」

「
だ
っ
て
、
そ
れ
は
俺
の
こ
と
こ
の
村
で
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
・
・
・
」
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「
俺
は
こ
の
村
を
知
り
尽
く
し
て
い
る
。
勿
論
、
村
人
の
こ
と
も
。
し
か
し
、

テ
ィ
モ
シ
ー
を
見
た
の
は
今
日
が
初
め
て
だ
」

「
え
っ
！
！
そ
れ
っ
て
ど
う
い
う
・
・
・
」

「
ね
ぇ
、
２
人
で
何
話
し
て
る
の
？
」

「
「
っ
！
？
」
」

「
ね
ぇ
・
・
」

「
い
・
・
い
や
、
何
で
も
な
い
よ
！
た
だ
お
腹
が
空
い
た
な
ぁ
っ
て
言
っ
て
た

だ
け
だ
よ
！
」

「
ふ
～
ん
・
・
。
で
も
そ
う
言
え
ば
あ
た
し
も
・
・
・
。
朝
か
ら
何
も
食
べ
て

な
く
っ
て
お
腹
ペ
コ
ペ
コ
」

「
じ
ゃ
あ
、
ケ
イ
リ
。
宿
に
戻
っ
て
ご
飯
に
し
よ
う
よ
！
！
ね
っ
！
！
」

「
・
・
・
・
・
・
は
ぁ
。
わ
か
っ
た
」

ケ
イ
リ
は
少
々
不
服
そ
う
だ
っ
た
け
ど
、
テ
ィ
モ
シ
ー
の
様
子
見
と
し
て
渋
々

な
が
ら
宿
に
連
れ
て
行
く
こ
と
を
許
し
て
く
れ
た
。

「
や
っ
た
ぁ
！
！
あ
り
が
と
う
！
！
」

テ
ィ
モ
シ
ー
は
嬉
し
そ
う
に
笑
っ
て
い
た
。
で
も
、
そ
の
笑
い
の
裏
を
俺
は
ま

だ
知
ら
な
か
っ
た
。

「
じ
ゃ
あ
行
こ
う
！
ケ
イ
リ
、
テ
ィ
モ
シ
ー
！
」

　
そ
し
て
俺
達
は
宿
へ
と
戻
っ
た
。
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Ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
７
＊
テ
ィ
モ
シ
ー
《
後
編
》
（
後
書
き
）

テ
ィ
モ
シ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
！
！
！
！
！

さ
て
、
次
話
か
ら
物
語
が
急
展
開
！
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Ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
８
＊
危
機

「
シ
ヴ
ィ
ル
！
フ
ィ
ン
！
」

　
俺
は
昼
ご
飯
食
べ
る
た
め
、
ケ
イ
リ
と
一
緒
に
テ
ィ
モ
シ
ー
を
連
れ
て
宿
へ

と
戻
っ
て
き
た
。

「
あ
ら
、
リ
ア
ル
。
ケ
イ
リ
と
一
緒
に
村
を
回
っ
て
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」

「
そ
れ
が
回
っ
て
る
途
中
で
お
腹
減
っ
ち
ゃ
っ
て
さ
ぁ
ー
。
そ
れ
に
回
っ
て
る

時
に
女
の
子
と
ぶ
つ
か
っ
ち
ゃ
っ
て
。
そ
の
子
、
朝
か
ら
何
も
食
べ
て
な
い
み

た
い
な
ん
だ
・
・
・
」

「
女
の
子
？
」

フ
ィ
ン
が
そ
う
言
う
と
、
テ
ィ
モ
シ
ー
が
俺
の
後
ろ
か
ら
ひ
ょ
こ
っ
と
出
て
き

た
。

「
こ
ん
に
ち
は
！
あ
た
し
は
テ
ィ
モ
シ
ー
！
お
姉
ち
ゃ
ん
と
お
兄
ち
ゃ
ん
は
？
」

「
あ
た
し
は
フ
ィ
ン
よ
」

「
俺
は
シ
ヴ
ィ
ル
、
フ
ィ
ン
の
兄
」

「
へ
ぇ
～
、
シ
ヴ
ィ
ル
お
兄
ち
ゃ
ん
と
フ
ィ
ン
お
姉
ち
ゃ
ん
は
兄
妹
な
ん
だ
！
」

「
そ
う
よ
。
そ
う
い
え
ば
テ
ィ
モ
シ
ー
、
あ
な
た
朝
か
ら
何
も
食
べ
て
な
い
っ

て
言
っ
て
た
け
ど
・
・
・
」

「
う
ん
・
・
・
。
で
も
、
リ
ア
ル
お
兄
ち
ゃ
ん
と
ケ
イ
リ
お
兄
ち
ゃ
ん
が
ご
飯

作
っ
て
く
れ
る
っ
て
！
」

そ
し
て
テ
ィ
モ
シ
ー
は
俺
の
方
を
向
い
て
、
に
っ
こ
り
と
笑
っ
た
。

―
―
っ
て
俺
、
魚
を
焼
く
こ
と
し
か
出
来
な
い
ん
だ
け
ど
・
・
・
。
っ
で
も
、
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テ
ィ
モ
シ
ー
を
落
ち
込
ま
せ
た
く
な
い
！
！

そ
し
て
俺
は
決
心
し
た
。

「
よ
・
・
・
よ
し
っ
！
俺
と
ケ
イ
リ
で
沢
山
ご
馳
走
を
作
っ
て
や
る
！
だ
か
ら

テ
ィ
モ
シ
ー
は
こ
こ
で
待
っ
て
な
！
」

「
う
ん
！
」

「
じ
ゃ
あ
、
行
こ
う
ぜ
ケ
イ
リ
！
」

「
・
・
・
・
・
・
・
」

　
俺
が
ケ
イ
リ
の
方
を
向
く
と
、
ケ
イ
リ
は
テ
ィ
モ
シ
ー
の
方
を
感
情
の
な
い

目
で
見
て
い
た
。

「
ケ
・
・
・
ケ
イ
リ
・
・
・
・
？
」

「
・
・
・
あ
ぁ
。
じ
ゃ
あ
、
行
こ
う
か
」

「
う
・
・
・
う
ん
」

そ
し
て
俺
は
ケ
イ
リ
の
後
ろ
を
つ
い
て
行
っ
た
。
途
中
ケ
イ
リ
は
シ
ヴ
ィ
ル
と

す
れ
違
っ
た
時
、
何
か
を
言
っ
て
い
た
。
多
分
テ
ィ
モ
シ
ー
の
こ
と
だ
ろ
う
。

　
俺
は
気
に
な
っ
た
が
そ
の
ま
ま
台
所
へ
と
向
か
っ
た
。
 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

リ
ア
ル
と
ケ
イ
リ
が
台
所
へ
向
か
っ
た
後
、
シ
ヴ
ィ
ル
が
警
戒
す
る
よ
う
に
話

し
か
け
た
。
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「
テ
ィ
モ
シ
ー
・
・
・
・
・
。
お
前
は
・
・
・
一
体
何
者
だ
？
」

「
え
っ
？
何
言
っ
て
る
の
？
」

「
そ
う
よ
兄
さ
ん
。
い
き
な
り
何
を
・
・
・
」

「
私
は
た
だ
の
村
人
・
・
・
」

「
嘘
つ
く
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
。
だ
っ
た
ら
、
ケ
イ
リ
が
あ
ん
な
に
警
戒
す
る
は
ず
が

ね
ぇ
」

「
え
っ
・
・
？
」

「
そ
れ
に
・
・
・
・
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
」

「
お
前
に
は
人
の
気
が
感
じ
ら
れ
ね
ぇ
ん
だ
よ
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

テ
ィ
モ
シ
ー
は
黙
っ
て
シ
ヴ
ィ
ル
を
見
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
後
、
不
気
味
に

笑
っ
た
。

「
ク
ス
ク
ス
ッ
。
あ
ぁ
～
ぁ
、
も
う
バ
レ
ち
ゃ
っ
た
」

「
お
前
が
・
・
・
・
リ
ア
ル
の
生
命
を
狙
っ
て
る
ヤ
ツ
な
の
か
？
」

「
ク
ス
ッ
、
そ
う
よ
。
あ
た
し
が
リ
ア
ル
お
兄
ち
ゃ
ん
の
生
命
を
貰
う
の
」

「
何
故
そ
ん
な
・
・
・
」

「
何
故
？
そ
ん
な
の
、
リ
ア
ル
お
兄
ち
ゃ
ん
が
聖
剣
の
主
だ
か
ら
に
決
ま
っ
て

る
じ
ゃ
な
い
」

「
な
っ
！
？
」

「
そ
・
・
そ
ん
な
の
お
か
し
い
わ
よ
っ
！
！
！
」

テ
ィ
モ
シ
ー
が
答
え
た
後
、
シ
ヴ
ィ
ル
は
絶
句
し
、
そ
し
て
フ
ィ
ン
が
叫
ん
だ
。

「
何
で
リ
ア
ル
が
聖
剣
の
主
だ
か
ら
っ
て
生
命
ま
で
・
・
・
。
何
で
そ
れ
だ
け

の
た
め
に
！
？
そ
ん
な
の
お
か
し
す
ぎ
る
！
テ
ィ
モ
シ
ー
、
あ
ん
た
は
狂
っ
て

る
！
！
」

「
う
る
さ
い
っ
！
！
！
」
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「
っ
！
！
」

「
う
る
さ
い
っ
！
！
黙
れ
黙
れ
！
！
こ
れ
は
あ
た
し
の
使
命
な
ん
だ
！
！
誰
に

も
邪
魔
は
さ
せ
な
い
っ
！
！
」

「
使
命
・
・
・
？
」

フ
ィ
ン
は
そ
れ
を
聞
い
て
、
シ
ヴ
ィ
ル
と
顔
を
合
わ
せ
た
。

「
・
・
・
・
ち
ょ
っ
と
喋
り
す
ぎ
た
ね
。
そ
れ
以
上
は
言
わ
な
い
わ
。
そ
れ
よ

り
も
、
聖
剣
の
主
の
生
命
を
貰
う
前
に
１
つ
や
る
こ
と
が
出
来
た
・
・
・
」

「
や
る
こ
と
・
・
・
？
」

「
そ
う
・
・
・
・
」

テ
ィ
モ
シ
ー
は
一
呼
吸
置
い
て
叫
ん
だ
。

「
邪
魔
な
あ
ん
た
た
ち
を
殺
る
の
よ
っ
！
！
！
！
！
」

テ
ィ
モ
シ
ー
が
叫
ん
だ
瞬
間
フ
ィ
ン
と
シ
ヴ
ィ
ル
は
壁
へ
と
叩
き
つ
け
ら
れ
、

気
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
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Ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
８
＊
危
機
（
後
書
き
）

あ
ー
テ
ィ
モ
シ
ー
が
本
性
を
あ
ら
わ
し
て
し
ま
っ
た
で
す
ね
ー
。

友
人
に
は
テ
ィ
モ
シ
ー
怖
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
（
笑
）
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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